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と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

病
院
誘
致
の
実
現
に
は
高
い
ハ

ー
ド
ル
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
が
、
県
央
医
療
圏
構
成
自
治

体
は
、
こ
の
病
床
規
制
の
見
直
し

と
本
市
へ
の
病
院
誘
致
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る

の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
長
と
し
て
、
今
後
こ

の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

５
月　

日
に
、
県
央
二

２３

次
保
健
医
療
圏
に
お
け
る
病
床
数

の
確
保
に
関
す
る
要
望
書
を
黒
岩

知
事
に
手
渡
し
、
私
ど
も
の
願
い

を
し
っ
か
り
と
訴
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
要
望
書
の
趣

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
と

は
、市
民
が
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム（
改

修
）
を
行
う
際
に
、
地
元
の
建
設

業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
自
治
体
が
助

成
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

実
施
し
て
い
る
先
進
市
の
実
績

で
は
、
住
宅
の
改
善
を
容
易
に
す

る
と
と
も
に
、
中
小
業
者
の
仕
事

起
こ
し
に
つ
な
が
り
、
市
内
商
店

街
で
消
費
を
ふ
や
し
、
物
流
を
活

発
に
す
る
な
ど
、
そ
の
波
及
効
果

は
助
成
額
の
数
十
倍
の
経
済
効
果

と
し
て
、
地
域
の
景
気
対
策
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
全

国
で　

都
道
県
に
わ
た
っ
て
４
県

４２

と
３
８
２
市
区
町
村
に
広
が
り
、

県
内
で
は
相
模
原
市
、
厚
木
市
な

ど
３
市
３
町
に
加
え
て
、
海
老
名

市
が　

月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
海

１１

老
名
市
の
助
成
内
容
は
、　

万
円

１０

以
上
の
助
成
対
象
工
事
費
の
２
分

の
１
の
金
額
で
、
助
成
金
の
上
限

は　

万
円
と
し
、
今
年
度
は
１
０

１２

０
件
を
予
定
し
、
平
成　

・　

年

２４

２５

度
各
々
２
０
０
件
を
実
施
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
市
内
の
大
工
さ
ん

や
工
務
店
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
隣
接
市
で
直
接
仕
事
が
で
き
な

い
だ
け
に
、
座
間
市
で
も
早
く
実

施
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

市
長　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
は
、
震
災
後
の
一
連
の
住
宅

に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
全
体
の

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
優
先

順
位
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

確
か
に
、
近
隣
市
、
特
に
隣
接

の
市
で
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
現

実
と
課
題
を
想
定
し
、
期
間
等
の

考
え
を
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
調
査
検
討
会
に
お
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
そ

の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
に
、
土
日
議

会
開
催
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
土
日
に
議
会
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
議
員
や
市
長
、

部
局
長
、
関
係
各
位
、
さ
ら
に
は

職
員
の
皆
様
が
拘
束
さ
れ
ま
す
。

土
日
に
幹
部
級
職
員
の
多
く
が
拘

束
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
内
行
事
へ

の
参
加
が
困
難
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
本
市
の
行
事
で
あ
る
大
凧
ま

つ
り
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
な
ど
へ

の
参
加
、観
覧
も
市
担
当
職
員
や
、

行
事
の
開
催
に
尽
力
し
賛
同
さ
れ

た
議
員
の
皆
様
方
の
職
務
の
一
環

で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

土
日
議
会
の
開
催
実
施
に
向
け
て

可
能
性
を
考
え
る
中
で
、
こ
の
よ

う
な
市
の
行
事
や
事
業
へ
の
参
加

を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

市
の
最
高
責
任
者
と
し

て
お
招
き
を
い
た
だ
く
わ
け
で
す

の
で
、
激
励
を
し
た
り
、
労
を
ね

ぎ
ら
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、ま
た
、

と
も
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
そ
う
い
う
場
を
通
し

て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
も
私

の
役
目
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、　

万
人
市
民
の
中
で
新
し

１３

い
出
会
い
も
あ
り
、
こ
の
場
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に

感
謝
を
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

私
も
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
自
分
の
立
場
の
責
任
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
に
関
す
る
職
員
提
案

に
つ
い
て
市
長
か
ら
議
会
事
務
局

に
検
討
が
指
示
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
、
議
会
運
営
委
員
会
で
は
市

長
へ
の
異
議
が
出
ま
し
た
が
、
私

は
同
時
に
職
員
提
案
制
度
の
意
義

に
つ
い
て
も
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。

　

提
案
は
副
市
長
を
会
長
と
す
る

審
査
会
が
審
査
し
、
市
長
が
結
果

を
提
案
者
に
通
知
、
褒
賞
す
る
と

と
も
に
、
実
施
に
向
け
た
検
討
を

関
係
課
長
等
に
指
示
す
る
の
で
す

が
、
今
回
の
提
案
に
は
事
実
関
係

を
承
知
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

り
ま
す
し
、
議
会
運
営
に
係
る
検

討
を
事
務
局
に
指
示
し
て
も
検
討

に
入
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

結
果
的
に
議
会
事
務
局
か
ら
の
報

告
は
事
実
上
の
ゼ
ロ
回
答
に
な
り

ま
す
が
、
提
案
者
に
と
っ
て
議
会

は
聞
く
耳
を
持
た
な
い
と
い
う
不

信
感
だ
け
が
残
り
、
今
後
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
悪
影
響
を
与
え
か

ね
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
職
員
が
素
朴
な
疑
問
を

率
直
に
表
出
で
き
る
環
境
は
よ
い

こ
と
で
、
事
実
関
係
を
確
認
し
、

解
決
策
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
検

証
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
練
り
直

し
の
機
会
を
与
え
、
必
要
と
判
断

す
れ
ば
一
定
の
手
順
で
申
し
入
れ

る
の
な
ら
、
双
方
に
と
っ
て
有
意

義
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

行
革
の
一
環
で
あ
る
職
員
提
案
制

度
が
あ
わ
せ
持
つ
職
員
育
成
の
側

（
４
面
か
ら
続
く
）

旨
は
、
病
院
誘
致
を
実
現
す
る
た

め
の
県
央
二
次
保
健
医
療
圏
の
基

準
病
床
数
の
見
直
し
等
に
よ
る
病

床
数
の
確
保
に
つ
い
て
特
段
の
措

置
を
求
め
た
も
の
で
、
県
央
医
療

圏
の
本
市
以
外
の
４
市
１
町
１
村

の
首
長
も
そ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ

て
お
り
、
本
市
の
取
り
組
み
を
し

っ
か
り
と
ご
理
解
い
た
だ
い
て
い

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
床
規
制
の
見
直
し
と

い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
ひ
と
え
に
県
の
理

解
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
、
こ

の
県
央
４
市
１
町
１
村
や
関
係
団

体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

相
武
台
前
駅
南
口
道
路
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
今
、
用
地
買
収
の

交
渉
箇
所
と
し
て
西
か
ら
、
ま
る

み
寝
具
店
前
の
駐
車
場
と
、
ス
ー

パ
ー
マ
ル
エ
ツ
、
関
東
陸
運
、
そ

の
隣
の
駐
車
場
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
関
東
陸
運
の
隣
の
駐
車
場
前

に
た
ま
り
場
が
で
き
れ
ば
、
市
民

の
方
々
か
ら
要
望
が
あ
る
市
道
相

武
台　

号
線
と
市
道
相
武
台　

号

７１

４２

線
の
行
き
来
の
た
め
の
横
断
歩
道

を
設
置
で
き
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
東
南
部
か
ら
来

る
神
奈
川
中
央
交
通
バ
ス
は
相
武

台
前
駅
南
口
を
通
過
し
、
駐
車
場

用
地
を
左
手
に
見
な
が
ら
、
駅
西

側
の
踏
切
を
渡
っ
て
相
武
台
前
駅

北
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
行
き
ま
す
。

小
田
急
線
の
相
武
台
前
駅
北
口
の

工
事
に
際
し
て
、
地
元
商
店
会
か

ら
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
バ
ス
が
Ｕ
タ
ー
ン
で

き
る
よ
う
な
折
り
返
し
地
点
の
よ

う
な
も
の
を
相
武
台
前
駅
南
口
側

に
設
け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
望

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
当
局
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

横
断
歩
道
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は

道
路
交
通
管
理
者
で
あ
る
座
間
警

察
署
と
協
議
を
す
る
中
で
歩
行
者

等
の
安
全
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

す
。
相
武
台
前
駅
南
口
周
辺
地
区

の
再
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
も
含
め
ま
し
て
地

権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
検
討

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
か
ら

６
カ
月
が
た
ち
、
食
物
や
土
壌
の

汚
染
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
収

束
の
目
途
す
ら
立
た
な
い
現
状
で

は
、
継
続
的
な
放
射
能
汚
染
対
策

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
放
射
能
の
影
響
を
受
け
や
す

い
子
ど
も
へ
の
自
治
体
の
対
応
が

今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
日
の
大

半
を
過
ご
す
保
育
園
や
学
校
の
空

間
線
量
の
測
定
を
継
続
し
、
新
た

に
公
園
や
砂
場
、
遊
具
の
下
や
水

た
ま
り
、
雨
ど
い
や
側
溝
な
ど
、

測
定
箇
所
を
ふ
や
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食

食
材
の
放
射
性
物
質
の
対
策
に
つ

い
て
も
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
に
よ
る

農
産
物
の
測
定
実
施
な
ど
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

空
間
線
量
の

測
定
に
つ
い
て
は
発
生
源
で
あ
る

福
島
第
１
原
発
で
の
飛
散
状
況
が

収
束
に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
９
月
で
終
了
の
予
定
で

す
。
測
定
結
果
の
総
括
、
検
証
を

行
い
今
後
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

教
育
長　

県
に
よ
る
県
内
産
の

放
射
能
濃
度
検
査
で
は
、
近
隣
の

相
模
原
市
、
厚
木
市
、
海
老
名
市

の
検
査
結
果
か
ら
は
放
射
性
物
質

は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
市

も
こ
の
地
域
と
一
体
で
あ
り
、
地

形
的
に
も
変
わ
ら
な
い
状
況
と
考

え
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
食
材
の

放
射
能
検
査
等
に
つ
い
て
は
、
基

本
的
に
は
国
の
責
任
に
お
い
て
実

施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（
６
面
へ
続
く
）

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の

創
設
を

竹
市　

信
司 
議
員
《
市
民
連
合
》

職
員
提
案
、
育
成
に
活
か
せ

　

牧
嶋　

と
よ
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

放
射
能
汚
染
対
策
を
問
い
、

学
校
給
食
食
材
の
測
定
実
施
を
求
め
る

　

守
谷　

浩
一 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

相
武
台
前
駅
南
口
道
路
に
横
断
歩
道
と

バ
ス
の
折
り
返
し
地
点
の
設
置
を

三
枝　

浩
樹 
議
員

土
日
議
会
開
催
の
課
題
に
つ
い
て

市
長
に
問
う

（５）　　平成２３年（２０１１年）１１月１５日

▽　

９
月
２
日　

開
会
、
会
期
決

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質

疑
・
委
員
会
付
託
、
請
願
及
び
陳

情
上
程
・
委
員
会
付
託

▽　

９
月
８
日　

一
般
質
問

▽　

９
月
９
日　

一
般
質
問

▽　

９
月　

日　

一
般
質
問

１２

▽　

９
月　

日　

陳
情
の
取
り
下

２９

げ
、
議
案
上
程
・
委
員
会
審
査
報

告
･
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続

審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別

委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
陳

情
上
程
・
閉
会
中
の
継
続
審
査
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・
提
案
説
明

省
略
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・

討
論
・
採
決
、正
副
議
長
の
選
挙
、

常
任
委
員
会
委
員
・
議
会
運
営
委

員
会
委
員
・
特
別
委
員
会
委
員
の

選
任
、
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

議
員
の
選
挙
、監
査
委
員
の
選
任
、

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
及
び

討
論
は
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第　

号
に
対
す
る
質
疑（
９

５８

月
２
日
）

　

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）

　

総
括
質
疑
（
９
月
２
日
）

　

安
海
の
ぞ
み（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）
、
木
村

正
博
（
公
明
党
）、
小
川
成
男（
政

和
会
）
、
池
田
徳
晴
（
市
政
ク
ラ

ブ
）、
中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

討　
　

論
（
９
月　

日
）

２９

　

安
海
の
ぞ
み（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

木
村
正
博（
公
明
党
）、
竹
市
信
司

（
市
民
連
合
）、
安
斉
昭
雄
（
政
和

会
）、
中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

議
員
提
出
議
案
第　

号
に
対
す

２５

る
質
疑
（
９
月　

日
）

２９

　

沖
永
明
久
（
市
民
連
合
）

本本
会会
議議
のの
概概
要要


